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Nature と科学コミュニケーション
　Nature は英国で 1869 年に創刊された週刊の総合科
学雑誌であり、自然科学系の研究者には非常に知名
度が高く、また日本でもその掲載記事が一般的な新
聞でもしばしば取り上げられている。そのため市民
の間の知名度は比較的高い。
　Nature にはほぼすべての分野の科学に関する論文が
掲載される。掲載にあたってはそれぞれの専門分野
の研究者による査読が行われるが、一般の学術雑誌
とは異なり、最終的な掲載決定権は編集部にある。
Nature 編集部は「科学界で議論になりそうなもの」を
Nature に掲載したいと考えており、その議論の論点を
前半部分の解説記事などに掲載している。この解説
記事や論説を出版することで広くメディアによって
紹介され、多くの市民に情報が伝えられることによ
り、議論する場を提供している。
　科学技術分野の研究だけでなく、広く研究に対し
て社会還元が明確に求められるようになって久しい
が、日本でその活動は研究者が講演会を行うなどの
啓発活動に重点が置かれ、第4期科学技術基本計画（平
成 23 年 8 月 19 日閣議決定）では「一定額以上の国
の研究資金を得た研究者に対し、研究活動の内容や
成果について国民との対話を行う活動を積極的に行
うよう求める」という施策が示されている。
　海外、例えば英国では 1980 年代後半から、科学研
究者が一般市民向けの双方向のコミュニケーション
を主軸としたアウトリーチ活動を積極的に促進する
施策が行われた（渡辺 2012）。欧州で科学は市民生活
に不可欠な文化の一面という考え方が存在しており、
当初は週間の新聞として創刊された Nature は科学を
専門としない人々の間に読まれていた（竹内 2003）。
　現在 Nature は最先端の科学論文を紹介している科
学雑誌として知られているが、毎週刊行される冊子
の前半ページは掲載されている論文の解説記事や科
学に関するニュース記事、論説などを扱っている。筆
者が Nature 編集部に Nature と科学コミュニケーショ
ン活動の関わりについて質問したところ、「Nature の
発行そのものが科学コミュニケーション活動であり、
Nature 誌はその前半部分に見られるように、科学ジャ
ーナリズム誌であると考えている。Nature が有するさ
まざまな媒体を通じて、科学研究者と市民との間の
議論の場を提供している」との返答であった。
　科学コミュニケーションや科学ジャーナリズムを
市民に浸透させ、科学リテラシーの高まりを実現す
るために、さまざまな手法が行われているが、Nature
では時事的な科学ニュースや掲載論文の解説記事と
連動して “Nature Video” と名付けた動画を集めたホ
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ームページを作成している（図１）。科学コミュニケ
ーションの手法として動画を活用し、情報を伝える
ことは多く行われているが、Nature Video は映像制作
を専門とする編集チームによってコンテンツが制作
されており、質の高い映像を提供している。これら
の映像は、
・高画質での映像配信
・Nature に掲載された最新科学の解説
・市民向けにわかりやすく組み立てられた内容
・YouTube にチャンネルとして収録され（図２）、固
定閲覧者を獲得
などが特徴的である。映像のナレーションは英語で
行われており、世界的には多くの閲覧者を獲得でき
ているものの、Nature Japan（Nature の日本法人）に
よると日本からのアクセス数は極端に少ない。
ゼミナールでの取り組み
　当ゼミナールでは、科学コミュニケーションや科
学ジャーナリズムに関する研究を行っており、具体
的な一例として市民に受け入れられる科学コミュニ
ケーションツールの開発を行っている。この研究を
行う過程で、Nature Video に収録されている映像を効
果的に活用できないかという議論になった。これら
の映像コンテンツはそれぞれが 2 分から長くても 5
分までというように短時間に編集・制作されており、
繰り返し閲覧することも可能な程度の動画である。近
年のスーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）に
おける取り組みでは、高校生から科学英語に慣れさ
せ、英語を活用した教育教材が望まれていることも
あり、幅広く活用される面からも効果的であると考
えた。
　活用法として、日本語の解説文とともに映像コン
テンツを紹介できるのではないかと考えた。それぞ
れの映像コンテンツには著作権が存在するが、リン
クを貼ること自体は著作権法上で制限されていない
ため、映像のコンテンツへのリンクと解説文を組み
合わせたウェブページを制作することは可能である。
しかし、映像コンテンツを直接目にすることなく、解
説文を読むとなると、当初期待した効果を実現でき
ない可能性もあり、ウェブページ上で動画も閲覧で
き、解説文も読むことができるという方策を探った。
　Nature Video はロンドン編集部が管理するコンテン
ツであるが、Nature Japan の関係部署に企画を提案し
たところ、冊子体の日本語コンテンツである『Nature
ダイジェスト』のウェブページ（http://www.natureasia.
com/ja-jp/ndigest/）と関連付けて実現することが可能
である、との返答があった。さらに、Nature Japan か
ら「解説文を掲載する際に、所属学生のコメントを
顔写真付きで紹介したい」との提案がなされた。こ
れは、科学を専門としない人が最先端科学の話題に
対して、どのように感じるかを積極的に伝えること
で、より多くの読者に関心を持たれる可能性がある
と判断されたものである。
　提案した内容が実現する見込みができた時点で、本
格的に準備に取り掛かった。当ゼミナールでは個人
がそれぞれの研究テーマをもって活動を行っている
が、毎週行われる演習の時間では共通して学ぶもの
として、科学技術を伝えるための文章の執筆スキル
を高める実習や、静止写真や動画の撮影技術を身に
つける実習、ジャーナリスティックな内容を音声で
伝えるためのラジオプログラムの作成などを課して
きた。この中の「科学技術を伝えるための文章の執
筆スキルを高める」実習を、今回の取り組みに振り
分けた。
　１ヶ月に 1 本の解説文を作成するため、Nature 
Video のコンテンツを選定し、ナレーションの内容を
聴き取り、日本語訳を行う。ただし、この内容のみ
では分量が少ないため、付加的にそのコンテンツを
より理解するための内容を組み込んでいる。具体的
には、映像に扱われていないが理解を進めるために
は重要と考えられる用語の解説や、特に難解と思わ
れる部分を噛み砕いて説明した文を加えた。また「学
生との議論」として、このコンテンツを扱ったとき
にゼミ生たちが科学的な面で疑問に感じた点を解説
文に組み込んだ。今後、この部分はコンテンツで扱
われた科学の話題に関して、社会に及ぼす影響はど
う考えられるのか、あるいは研究の方向性に関する
議論なども含め、科学ジャーナリスティックな内容
を扱うことも検討している。さらに、Nature からの提
案であった学生のコメントを同時に掲載している。
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課題
　Nature Video に取り上げられているコンテンツは、
物理・化学・生物・地学といった比較的日本人にも
馴染みのある領域のほか、人類学・医学・コンピュ
ーター科学などあらゆる科学分野に及ぶ。市民向け
に制作しているために、関心を呼ぶと考えられるテ
ーマを扱っているためであるが、これらの広い範囲
の科学に関する記事を、科学を専門としない学部生
が作成することは難しい。2 回分のウェブページ掲載
分については手探りで進行した部分もあったものの、
今のところ原稿作成期間に 4 週間をかけている。こ
の間にゼミ生が原稿を完全に作成することは難しい
が、Video コンテンツはすでに制作されているため、
今後は原稿作成期間を多少延長し、時間をかける方
向で調整を行っている。
　ある程度の質的レベルに到達した原稿は、法政大
学が提供しているネットワーク環境に構築した、ゼ
ミナールのメンバー（ここはゼミナール卒業生もア
クセスできる）が限定的にアクセスできるウェブペ
ージに掲載し、授業時間外に原稿の修正意見や感想
などを書き込むことができるようになっている。現
役のゼミ生らのみでなく、卒業生も文章に対する修
正意見や感想を寄せることで、より幅広い層の考え
方を収集できると考えて構築したが、具体的にどれ
だけの効果があるのか、現状では明らかでない。ウ
ェブ上での議論が、実際に集まって議論するものと
同等の質を担保できるとは考えていないが、このよ
うな場を有効に活用することで効率的に作業を進め
てみたいと考えている。
　現在公開されている解説文の主要な読者層に、科
学に関心の高い高校生や一般教養として科学を学ん
でいる文系学生を想定している。同時に、これらの
生徒・学生を指導する教員に対しても指導対象者の
間で関心を持ちそうな題材を「学生との議論」に掲
載し、教材活用例として利用できるように組み立て
ている。実際にこれらがどのように使われているの
か、またどのような要望があるかについては、開設
から間もないためにほとんど情報を収集できていな
い。筆者が関係している SSH 校で、活用事例とその
効果などを収集する計画をもっているが、これらを
反映させながら、よりよい解説記事の作成につなげ
たい。
　ゼミ生らにとって自らの手がけた記事が、ゼミで
開設したウェブページではなく、第三者が開設した
ウェブページに掲載されることは「努力が第三者に
客観的に評価されている」という意識につながり、動
機付けにつながりやすい。特に、近年は就職試験に
おける面接の場面で、大学やゼミナールでどのよう
な活動を行ってきたか、試験者側が客観的に評価で
きる事例を求められていることもあり、このような
活動は学生としても受け入れられやすいものと考え
られる。Nature に送信する解説文は事実上、Nature 
Japan の編集者による質的なチェックを受けており、
ゼミ生の文章執筆の意識向上に継続的に結びついて
いけば、教育上の効果も充分に得られるものと考え
る。
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図１　Nature Video のウェブサイト
図２　Nature Video の YouTube チャンネル
